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る（Crooks, 2002; Gonzalez et al., 2008）。これは直接的な影響だけでなく、侵入した生態
系に存在する在来種、ときには別の外来種と新たな相互作用を結び、それを通して生態系
の機能や構造を改変させる場合がある（Pope et al., 2008; Miyake ＆ Miyashita, 2011）。生
態系の構造や機能を変化させる外来種はエコシステム・エンジニアと呼ばれ（Jones et al., 
1994; Jones et al., 2010）、変化した生態系は安定した新しい生態系：ノベル・エコシステム
になる（Hobbs et al., 2013）。ノベル・エコシステムとなった生態系は、導入された種が根
絶されたとしても、簡単には元の状態に復元しないことが知られている（Zavaleta et al., 
2001; Miyake ＆ Miyashita, 2011）。
多数の固有種が生息する海洋島は、一般に外来種の侵入に対して脆弱である（Kueffer et 
al., 2010）。有蹄動物種であるヤギ（Capra hircus）は、人間によって多くの海洋島に導入
され、深刻な生態系被害を起こしていることが知られている（Campbell ＆ Donlan, 2005; 
Desender et al., 1999）。小笠原諸島では家畜として導入されたヤギが野生化した結果、自




が実施されるようになり、聟島列島媒島では 1999 年に根絶が達成された（東京都 2012）。
世界ワースト 100 の外来種にも挙げられている外来植物ギンネム Leucaena leucocephala 
L.（Fabaceae）は、小笠原において問題視されている侵略的外来生物の一種である（Hata 
et al., 2007;  Kachi, 2010）。媒島ではノヤギの根絶に続き、2003 年から主に刈り取りによる
ギンネム駆除が開始されたが、現在までのところ分布拡大の抑制すら成功しているとはい
い難い現状にある（東京都、2012）。既往研究において、ギンネムはヤギやヒツジの優良な







なお本報告は、2016 年に Weed Research 誌において発表された内容（Osawa et al., 2016）
を一般向けに再構成したものである。原著論文、特に国際誌において本報告の内容を引用
する場合は、Osawa et al. （2016） を引用していただきたい。
Ⅱ．材料と方法
1．調査地
研究対象地は聟島列島媒島（27° 37 ’ -27° 38’ N、142° 10’ -142° 11’ E、1.37km2 ; 図 1）であ
る。媒島は現在無人島だが、有人であった 1880 年代に家畜としてヤギが導入され、第二次
大戦後に人間が撤退した後に野生化し、植生を大きく破壊したことが知られている（Hata 
et al., 2007; Hata et al., 2010; Kachi, 2010）。その後 1997 年から 1999 年にかけて集中的に駆
除が実施され、1999 年には根絶を達成した。
2．対象種
ギンネム Leucaena leucocephala L.（Fabaceae）は南米由来の常緑低木で、木材利用や
飼料として東南アジアや小笠原諸島に導入された（Swets, 1988）。その旺盛な繁殖力と生







4 時期の航空写真を入手した。撮影年代は 1978 年（スケール 1：10000、国土地理院）、
1991 年（1：10000、環境省）、2003 年（1：10000、環境省）、2012 年（1：2500、東京都）
の 4 時期である。全ての写真は地理情報システム（GIS）で扱えるようにデジタル化およ
び幾何補正を実施した。続いて GIS を利用し、Hata et al.,（2007）によって設定された
100×100 m の方形区（1 ha プロット）と航空写真を重ね合わせた。各 1 ha プロットを
100 個のサブプロット（10×10 m）に分割し（図 1）、サブプロット内で優占している土地
被覆（裸地、森林、草原、その他）を割り当て、1 ha プロットごとの土地被覆データを作
成した。なお、航空写真間の解像度等による判読誤差を最小限にするため、解析の単位は
サブプロットではなく 1 ha プロットを利用した。作業に利用した GIS ソフトウェアは
ArcGIS （10.1; ESRI、Redlands、California、USA）である。
4．野外調査
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解析対象とした 1 ha プロットの平均標高は 61.20±24.3 m（平均 ± 標準偏差）、平均傾
斜は 21.08±6.6°、海岸線からの距離は 142.48±63.7 m であった。1978 年、1991 年、2003





島全体の土地被覆割合を図 2 に示す。裸地は 1978 年から 1991 年にかけて増加し、1991
年から 2003 年にかけて減少し、2003 年から 2012 年にかけては安定していた（図 2a）。こ
れは、裸地は 1978 年から 1991 年にかけて、すなわちノヤギ存在下において大幅に増加し
ていたことを意味する。森林は 1978 年から 2003 年にかけて減少し、2003 年から 2012 年
にかけて増加した（図 2b）。森林被覆が最小となったのは 2003 年であった。2003 年はヤギ
が根絶されてから 4 年後であったが、それまでヤギによる影響が継続し、森林の劣化が継
続していた可能性を示唆する。2003 年と 2012 年の間には森林面積の増加がみとめられた
（図 2b）。草地は、3 つの土地被覆クラスの中で最大面積を有していた（図 2c）。草地は
1978 年から 1991 年および 2003 年から 2012 年にかけてゆるやかに減少したが、1991 年か
ら 2003 年にかけては増加していた（図 2c）。
3．野外調査と現在のギンネム優占林
野外調査によって 115 地点、460 の優占植物データを取得した。ここで記録された植物
種数は 16 種であった（表 1）。優占種として記録された回数はギンネムが最も多く、続い
てシマスズメノヒエ Paspalum dilatatum Poir が多かった（表 1）。115 地点のうち 32 地点
では、少なくとも 1 方向においてギンネムが優占していた。32 点のうち、25 地点が 2 方向
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以上でギンネムが優占していた。115 の調査地点は、54 の 1ha プロット内に含まれた（図
3）。54 のうち、12 の 1 ha プロットにギンネム優占地点が含まれていた（図 3）。
ギンネム優占林を含む 1 ha プロット、含まないプロットそれぞれの土地被覆の時系列変
化を図 4 に示した。おおまかな傾向は基本的に全 1 ha プロット（図 2）と共通していたが、
図の左側に示しているギンネム優占林を含むプロットは、図の右側に示しているギンネム
優占林を含まないプロットに比べて変化の傾向が顕著であった（図 4）。裸地について、ギ
ンネム優占林を含むプロットでは 1978 年から 1991 年にかけての増加傾向、森林は 1978 年
から 2003 年にかけての減少傾向が特に顕著であった（図 4b）。草地では、1978 年から
1991 年まで、2003 年から 2012 年にかけての減少傾向、1991 年から 2003 年にかけての増
加傾向がギンネム優占林を含むプロットにおいて顕著であった（図 4c）。　　　　　
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ギンネム Leucaena leucocephala 93
シマスズメノヒエ Paspalum dilatatum Poir. 90
コウライシバ Zoysia pacifica (Goudswaard) M.Hotta et Kuroki 79
スズメノコビエ Paspalum scrobiculatum L. var. orbiculare (G.Forst.) Hack. 42
コウライシバ Pandanus boninensis Warb. 16
タケ Phyllostachys bambusoides 15
グンバイヒルガオ Ipomoea pescaprae (L.) Sweet 9
ツボクサ Centella asiatica L. Urb. 8
ウラジロエノキ Trema orientalis L. Blume 7
シマザクラ Hedyotis leptopetala A.Gray 6
コセンダングサ Bidens pilosa var. minor 3
ホウキギク Symphyotrichum subulatum (Michx.) G.L.Nesom var. subulatum 3
モモタマナ Terminalia catappa L. 3
ツルナ Tetragonia tetragonoides (Pall.) Kuntze 2
シダの一種 Pteridophyta sp 1




































枠は図 1 で示した解析単位である 1 ha プロットを意味する。
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( a ) 裸地の比率
( b ) 森林の比率
( c ) 草地の比率
大澤ほか 図 4
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食動物の根絶によって摂食されていた植物が爆発的に繁茂する場合がある（Zavaleta et al., 
2001）。本研究においても、ギンネムはノヤギの根絶によって摂食圧から開放され、急激に
勢力を拡大した可能性が高い。ただし、ギンネム林はヤギが根絶された後、裸地に直接成
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